









































































































































A さん 男児 2年以上
B さん 男児 2年以上
C さん 女児 2年未満
D さん 女児 2年未満






























































































































に，効果検証の対象とできたのは B さん，F さん，G
さんの 3名のみであった。
2．実施期間











り 1時間で実施した（Table 6）。第 1回では，他己紹介
を交えたオリエンテーションを行った。第 2回では行動



















B さん 男児 2年以上 2回目 5
F さん 男児 2年未満 初めて 5
G さん 男児 2年未満 初めて 5
H さん 女児 2年以上 初めて 4



















































































Fig. 6 KBPAC 追加項目の結果
Table 8 全体的な感想
参加者 感想（一部抜粋）
B さん 夫に「習ったことだから」と言って説明で
きたし，宿題によって家族が意識的に子ど
もの行動を見ることができた。
F さん 普段言えないようなことも話せて，共感し
合えた。私の接し方が変わったら子どもも
変わった。夫も協力して感情的に怒るのを
抑えるようになった。
G さん 短いスパンだったから良かった。集中して
できた。
H さん 皆（参加者）が話を聞いてくれるし，参加
できて良かった。
２１小規模市町村における有効な早期発達支援の在り方についての検討
機能分析に関わる問題でも誤答が見られた。機能分析に
ついて説明したのは第 4回の短時間のみであり，参加者
に十分な理解を得ることが難しかった可能性がある。今
後の実施にあたっては，機能分析はある程度時間を割き
丁寧に説明することが必要だと考えられる。
一方で，参加者らの感想から，家族とペアレント・ト
レーニングの内容を共有することで，家族皆が子どもの
行動を具体的に見ることができるようになり，子どもも
変化したことが示唆された。これは行動論的知識を身に
つけたことによる効果であると考えられる。
また，参加者同士で子育ての悩みを話し，共感し合え
ることが不安の減少につながったと考えられ，ペアレン
ト・トレーニングが保護者同士のつながり作りや精神的
安定の一助になることが示された。
総合的考察
本研究では，地方の小規模な市町村の保健センターに
おいて限られた人員や予算の中で効果の高い発達支援を
提供する為の一つの手段として，ペアレント・トレーニ
ングを取り上げ，有効な短縮版プログラムを作成し運用
する方法を検討することを目的とした。プログラムを実
施した結果，①精神的健康度の改善，②子育て技術の向
上，③特性不安の低減などに効果があることが示され
た。
また，1期，2期共に保護者らの感想であったのが，
参加者が自分の家族に協力を求め，家族全体で一貫した
子どもの見方や関わり方をできたことが良かったという
ことであった。家族だけではなく，参加した保護者同士
が悩みを共有し意見を出し合ったことで，保護者のつな
がりができたことも精神的健康を高めた一因ではないか
と考えられる。ペアレント・トレーニングにはそうした
家族や地域をつなぎ，支援を受けた人が他者を支援して
いくという良い循環を生み，エンパワメントの役割も担
うことができると思われる。
療育教室に長く通っている保護者やペアレント・ト
レーニングの受講が 2度目の保護者では知識の理解が深
まり，不安の低減の効果が見られた。このことから，療
育教室の中で保護者が他の親子の姿を見たり，発達や遊
びの知識を得たりすることがペアレント・トレーニング
をより深く理解することにつながると考えられ，先行研
究の指摘する発達支援の形態として専門的・個別的療育
の前段階の集団活動の大切さ（税田，2012）を支持する
結果となった。今後の実施にあたっても，保護者にとっ
て身近な場所で参加しやすい方法を選ばなければならな
い。
しかし，プログラムを通しての行動論的知識の獲得に
は課題が残る。特に機能分析については応用行動分析に
おいて重要な理論であるが，短時間の講義では十分な理
解を得ることができなかったので，丁寧な説明や演習な
どで定着を試みる必要がある。そして，質問紙のみで変
化を見るのではなく，行動指標も含めて検討していくこ
とが必要であると考えられる。
小規模な市町村では早期発達支援を行うことのできる
専門職が乏しく，予算も限られているが，ペアレント・
トレーニングは少数の専門職であったとしても，トレー
ニングを受けた職員が適切なプログラムを実施すれば地
域に支援の輪を広げられるものであると思われる。今後
も短縮版でより有効なプログラムの作成や検証が求めら
れる。そして，保護者のみならず，保育士など支援者に
対してもペアレント・トレーニングの知識を広めること
で，地域が一丸となって子どもに手厚い早期発達支援を
実施していくことが重要である。
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